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1-1.  はじめに  





















1-3. 宮城県石巻市牡鹿半島の概要と被害の特徴  













	 続いて、個々の集落内での被害状況の概要を示す。筆者は 2012 年 1 月に全集落の被害状
況を把握する巡見調査を実施している。その後、2013 年度より蓄積してきた牡鹿半島の集  
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図１	 対象地の宮城県牡鹿半島  
 
表１  各集落の被災率  
 
	 	 	 	 写真１	 被害を受けた宅地	 	 	 	 	 	 写真２	 被害を免れた段々の宅地  
 
落研究で明らかにしてきた集落空間構成の特徴を以下に挙げる。  
1 .  神社と墓地は津波被害を受けにくい集落の山裾部に設けられることが多い。  
2 .  本家が分家よりも集落の奥、標高の高い箇所に位置する傾向がある。  
3 .  昭和津波後に、公共建築物は高台に設置する基本方針が提言されていたが、交番や郵便
局、役所、消防署などの公共施設は利便性から住宅地の近くに立地しており、被害を受け
ていた。一方で、小学校などは高台に設置されている場所も多かった。  
1-4. 本稿の構成  
	 本稿では、震災により多くを失ってしまった地域での文化の継承に関して論じたい。  
	 第２章と第３章では、震災後の復興事業の進捗に即して筆者らが実施してきた復興支援
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2 .  ハード面の復興事業  













アーキエイド半島支援チームの活動をまとめた文献 1 )を参考に、それぞれの概要を示す。  
(1)  アーキエイド・サマーキャンプ  




(2)  高台移転計画策定サポート（写真 3）  




	 担当してきた桃浦集落を例にとり、事業の進捗と高台移転希望者数を示す。2012 年 2 月
時点では、計 25 世帯の移転希望があったが、桃浦地区は地区内に仮設住宅が建設されなか
ったこともあり、時間の経過とともに徐々に移転希望者数が減少していった。2012 年 6 月
時点では 16 世帯となり、 2012 年 11 月には 10 世帯となる。このような変化は、なかなか
着工しない高台移転地の課題や、市街地の仮設住宅へ入居した高齢者が生活利便性から浜
に戻ることを諦めたという要因がある。その後、現在の 5 世帯での移転が決定した。  
(3)  低平地活用方法検討ワークショップ（写真 4）  
	 2012 年 8 月には、アーキエイドの第 2 回サマーキャンプとして、被災した低平地の活用  
 
	 	 	 写真３  高台移転候補地の踏査	 	  	 	 	 写真４	 2012 年のワークショップ  
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3 .  ソフト面の復興事業  
3-1.  ハード面の事業進捗に対するソフト面の必要性  




















である。以下に、それぞれの活動をまとめた文献 3 ) 4 ) 5 )を参考に、概要を示す。  
(1)  牡鹿半島復興支援のためのパタンブック（ 2012 年）  
	 本プロジェクトは、地域の生業や暮らしをリサーチし、連綿と続いてきた地域の風景・
文化を復興計画へとつなげていくべく企画・立案された。高台移転地の計画を作成するに





















図３  ２つのブックプロジェクトの表紙  写真５	 金華山道の標識  
写真６	 伝統集落（侍浜集落）  写真７	 改修後の民家  
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4 .  住民と連携した復興事業  










4-2.  実行委員会の議事内容  
	 桃浦浜づくり実行委員会では、牡鹿漁師学校を軸に種々の議論が行われてきた。表２に




















表２	 2013 年の結成時から 2016 年までの実行委員会の議題  
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